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教育委員会７月定例会会議録 

 

１ 日 時  令和４年７月５日（火） 午後１時３０分開会 

 

２ 場 所  三島市役所中央町別館 4階 第 1会議室 

 

３ 出席者 

（委 員）西島教育長、安藤委員、佐藤委員、草間委員、飯島委員 

（事務局）鈴木教育推進部長、渡辺学習環境整備統括監、杉山教育総務課長、中村学校教育課長、 

若林生涯学習課長、米山図書館長、寺田文化財課長 

（書 記）高梨教育総務課主幹、大角教育総務課主査 

 

４ 傍聴人の人数  ０人 

 

５ 会議次第  

（１）開会 

（２）前回会議録の承認 

（３）会議録署名人の決定 

（４）各課の事業報告（経過・予定の報告） 

（５）教育長の報告 

（６）教育推進部長の報告 

（７）その他 

（８）閉会 

  

６ 議 事 （要旨） 

（１）開会  西島教育長が宣言した。 

 

（２）前回会議録の承認  前回会議録を承認した。 

 

（３）会議録署名人の決定  西島教育長が佐藤委員と飯島委員を指名した。 

 

（４）各課の事業報告（経過・予定の報告） 

   各課長が経過報告書及び予定報告書により報告を行った。 

 

（５）教育長の報告 

  ・市議会 6月定例会では、給食の食材費高騰を受け、児童生徒分の一部を補てんするという補正予

算案が可決された。 
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・議員 5人から受けた一般質問について答弁内容を説明した。 

・6月 15日から静東教育事務所の参事とともに各学校を人事管理訪問している。どの学校でも子ど

もたちの様子が落ち着いている。特に蒸し暑い 5 時間目に低学年であっても集中して勉強してい

たことが印象的であった。また、絵や工作の展示には、一つ一つ先生方のコメントが添えられて

おり、1人 1人に温かく丁寧に関わっていることが伝わってきた。市内の２小学校、１中学校が県

の小さな親切運動に協賛して挨拶運動を展開しており、小学生が考えた「富士山に 心が届く あ

いさつを」をスローガンに活動を推進していた。 

・静東教育事務所の参事からは、今年のテーマの創造と連携について、子どもも大人も創造性を発

揮しなければ、教育の転換期に対応できないということ、また静東教育事務所が各学校と連携し

支援をしていく姿勢を示していただいた。機能的な組織づくりと人材育成、危機管理の徹底と信

頼の基盤づくりについても説明いただいた。 

・坂小学校と野口英世の母校として知られる福島県の翁島小学校は毎年交流しており、今年で 9回

目となる。R2・R3はコロナ禍によりオンラインでの交流であったので 3年ぶりの対面での交流を

行った。両校は各学年 1 学級という小規模校であり、限られた子ども同士のかかわりが中心とな

っているため、地域の自然環境や学校の特色にふれあうことは将来に向けて子どもたちの成長に

つながると考えられたことから交流が始まったと聞いている。毎年双方の 4～6年の高学年が交互

に訪問し、今年は三島で体験学習を行った。内容は、富士山 5合目のハイキング、箱根の里宿泊、

石畳や山中城跡の見学、スカイウォークや三島大社など市内見学、そして坂小での給食という日

程である。子どもたちが主体的に企画運営する歓迎式など、交流を通して相手を思いやる心を学

んだり、見分を広げたり、多くのことを学んでいると感じた。 

・6月 11日に行われた中学生の主張大会では、市立の 7校と日大から各校 2名ずつが参加した。学

校生活、家族、選挙制度、平和、主体性の重要性など様々な角度から自分の考えを堂々と発表す

ることができた。教育委員会から安藤委員に出席していただき、参加者 1 人 1 人について丁寧な

講評をいただいた。発表者はもとより、保護者や指導をした教員も嬉しい思いであったと思う。 

 

（６）教育推進部長の報告 

ア 関連事業等の報告について 

（ア）令和 4年市議会 6月定例会について 

6月7日(火)から同月23日(木)迄の会期で市議会6月定例会が開会し、初日と最終日は議案審議、

15日(水)から 20日(月)の間は、土日を除き、16人の議員による一般質問が行われた。 

・市議会６月定例会の追加補正予算案 全件可決 

・市議会６月定例会の一般質問 

沈 久美 議員（改革みしま） 

○三島市食育基本計画における学校給食の「地産地消」を検証する 

中村 仁 議員（緑水会） 

〇小中学校コンピュータ整備事業とＧＩＧＡスクール推進事業の関係と事業費について 

土屋 利絵 議員（改革みしま） 
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〇ヤングケアラーの問題について 

〇不登校児童生徒に対する三島市の支援体制、今後の方向性について 

〇心の健康を子どもたちと保護者が学ぶ機会づくりについて 

服部 正平 議員（日本共産党議員団） 

〇コロナ禍での学校生活における子どもの学ぶ権利・健康管理について 

藤江 康儀 議員（改革みしま） 

〇ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用等について伺う 

 

イ 主な事業等の予定について 

（ア）第 26回参議院議員通常選挙 

〇投 票 日 ７月 10日(日) 午前７時～午後８時 

〇期日前投票 ６月 23日(木)～７月９日(土) 午前 8時半～午後８時 

（イ）夏の交通安全県民運動 

７月 11日（月）～20日（水）までの 10日間、夏の交通安全県民運動 

（ウ）チャレンジスクール 

〇期日 ７月 2４日(日)～７月 28日(木)  

〇会場 箱根の里・南伊豆臨海学園 

〇対象 小学校 4年～6年 

（エ）新型コロナウィルス感染症の状況 

全国的・県内とも、三島市でも１日の新規感染者数は 2 桁台になる日もあるなど微増傾向(オミ

クロン株の系統の一つ「BA.5」と思われる。)。アフターコロナを見据えて、市民生活や社会経

済活動のレジリエンス発揮に向けた取り組みを本格化させていかなければならない時期である

が、連休を控え感染拡大の第 7波も懸念も報道されており、熱中症対策をしつつも引き続き感染

予防対策に努めることが必要。 

なお、ロシア軍のウクライナ軍事侵攻などに起因して世界的な物価の高騰がさらに進み、社会経

済活動の回復の足かせとなっていることから、６月定例会において議決をいただいた補正予算

(学校関係では給食賄材料費)などを最大限活用し、年度内は給食費の値上げの据え置きを行う 

 

（７）その他   

次回日程について 

（高梨教育総務課主幹） 

 

 次回の８月定例会は、８月５日（金）の午前 10時 00分から中央町別館４階第１会議室にて開催と

いうことで予定させていただきたい。  

 

（８）閉会  午後２時７分 

 




